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要 旨 :2001年 9 月から2005年 4 月までの間に活動期漬場性大腸炎に対する緩解導入療法 として類粒

球吸着療法 (CJIallu10cyttthcにsis 以下 G CハP と略) を施行 した51例 (再施行例 9 名を合むため息者数

は42名), 男性27例, 女性24171を対象として, その有効性を校信寸した 臨床活動指数 Clinical A ct市Ⅲ

Indcx (C畑) の C C Pぜ 前後における平均値は9 6→3 4 (P < 0 001) と有意に低下した 緩解導入手

68 6% (35/ 51), 改善率13 7% (7 / 51), 不変率17 6% (9 / 51) であった また, 治療による副

作用は軽度の発熱 1例, 吐き気 1 例, 頭痛 1 例がみられた 治療前よリステロイド剤を投与されてい

た 9例のうち7 例で減量可能であった G C煙 を積極的に導入することでステロイド剤投与の回避,

成量ができ, ステロイド剤による副作用が予防できる可能性があると考えられた また, Q o L 向上

の面からも有用であると推察された
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活動期潰易性大腸炎に対する類粒球吸着療法の治療成績
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